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防げない転倒事故に納得した家族からなぜ賠償請求？

キーパーソンの家族が納得しても他の兄弟は意見が異なる

■「転倒事故に過失がある」という損害賠償請求書面
Ｋさんは要介護５の男性利用者で、認知症の重い症状があります。Kさんは、毎月１回ショートステイを
利用しています。移動は車椅子で歩行も立位の保持もできませんが、本人はまだ歩けると思い込んでい
るため、時々立ち上がることがあります。立ち上がっても足を一歩も出せずにそのまま前方に転倒するた
め、重大事故につながる可能性がありました。そのため、日中はデイルームで車椅子で過ごしていただ
いていますが、絶えず職員の見守りが必要な状況です。
ある時、Ｋさんは車椅子でウトウトしていましたが、突然立ち上がろうとしました。近くに居た職員が駆け
寄り支えようとしましたが、間に合わずそのまま前方に転倒し額を強く床にぶつけて意識不明となりました。
緊急搬送後、Ｋさんは病院で亡くなりました。「駆け寄ったが間に合わなかった」という施設の説明にキー
パーソンの家族も納得してくれました。ところが、１か月後に「職員が近くに居たのだから見守りを欠かし
たことが転倒の原因であり、事故には過失がある」として、代理人の弁護士から損害賠償を請求すると書
面が届きました。

中には「職員が見守っている最中の事故なのだから過失だ。なぜ賠償請求しないんだ」と、キーパーソ
ンの家族の意思とは異なる意見を主張する親族も現れることがあります。死亡ともなれば慰謝料だけで
も1,000万と高額になるケースもあり、遺産を相続する兄弟などは黙っていないこともあるのです。では、
どのようにしたら本事例のような賠償トラブルを防げるのでしょうか？

■なぜ家族は賠償請求してきたのか？
一度は納得した家族はなぜ損害賠償請求をしてきたのでしょうか？本事例のよう

な頻繁に起こる転倒事故で、家族がそのリスクを理解しているような事故でも、死亡
事故のような重大事故になると少し事情が変わってきます。利用者が亡くなれば葬
儀や相続などで、キーパーソンの兄弟などの、日ごろＫさんの介護に関わりの無い
親族が関わるようになります。

■重大事故の調査報告書とは？
いったん施設の説明で納得した家族も、他の親族から「施設に過失があるのではないか？」と問われ

た時、明確に否定することができません。頻繁に起こる転倒事故でも重大事故に至った時には、一定の
書面による説明を行って、過失が無いことをキーパーソンの家族に書面で伝えておく必要があります。

これが重大事故の事故調査報告書です。

事故調査報告書を作成して、「詳細な事故状況」「事故の回避可能性」「事故発生時の施設の救命対
応」など、施設の過失を判断する情報を提供することで、本事例のような訴訟トラブルを避ける事が可能
になります。キーパーソンの家族は、他の親族から追及を受けた時に書面をもとに話をすることができま
すし、他の親族は弁護士に相談した時にこの書面で説明することができます。

弁護士は詳しい事故についての情報があれば、専門家の立場から適切な判断をしてくれますので、本
事例のような無用なトラブルを避けられる可能性があります。ちなみに、本事例は施設に過失はないと
考えられ、訴訟になっても賠償責任は認められないと思われますが、施設も弁護士を依頼するなど大き
な労力と時間をを強いられることになるため、極力、賠償トラブルは避けた方が良いのです。
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